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i高槻市北部l乙{il躍するi路間地区付近には， ヒノキ，スギ，アカマツあるいは広娯樹のl特j問的Iζ

典磁路交した複!静林が広く彩夜ずる。本報告は路交;按樹林に関するー述の研究として，そのドドの

3つの特徴ある林型をもっ林分の構造を197(，析し，その鴻成法について論議したものである。

人工スギ・天然生ビノキ・アカマツ・ i広潟樹混交:捜樹林 (Stand1) :本林分は人工総栽された

約80年生のスギが天然生のとノキ，アカマツの閉鎖林瓶上に拠出し，ペ"下閥lζ広襲樹が階j関i見

交する複j関林である。林分科・桜は 540nf/ha， 断l蕊積合計は 72ni/haを越えるので林床はi壊し

針漉棋の後継樹はほとんどみられない。本林分はあまり手入れ告しなかったスギの海林地であっ

たが，約40年前，生長のおくれたスギと天然伎のヒノキ奇残して伐採した後，アカマツやj広~樹

が夫然に更新し混3どした林分のようで，典型的な、3'1:て木、による施諜といえよう。したがって

本複閥林の作業法はスギの疎綿と粗放な保育，収穫が抜本:である。

天然生ヒノキ・アカマツ・広葉樹混交桜閥林 (StandJI)本林分はアカマツイとと勝木とし，

ヒノキは~J留にわたり， I:I:r，下胞にl広誕樹の興組路交すお;jf~伐林地を示し，近畿地方に多くみら

れる龍交複閥林である。針挺樹の林分材般は 470m/ha， 断面fs合計-(ま約 66rrl/haでf*分致が多

く鰭状態にあるが，アカマツの路交主将が著しく火きく，広葉樹が少ないので林11~ は比較的切るく，

ビノキ権樹がよく更新している。本林分は約55fT:前，現状のような林分が皆伐怠れた後，林内lζ

成立していたヒノキと，新たに受新したアカマツ，広~1tHが|符Jæíll.見交して生誕したものと J忍われ

るが，この成JE過お!と同様な粗放施識によりヌt>:林製のj見交複!問中i:造成できょう O

天然史スギ・ヒノキ・アカマツ・広3;直樹路交複j悶林 (StandJl[)本林分は天然生のスギが肢

と閥iこ拠出し，上関下部lζ ヒノキとアカマツが，中，下関に広葉樹が， さらに下115'11こスギ， ヒノ

*京都府立大学燦学部



106 

キの幼樹，椴Tfliが;i建翻腿3どする複閥林で特にスギ， ヒノキについてはこ二投林椴や示している。 JJ，s

訟の林分材桜は少なく， 断官官積合計も約36nf/haで関鎖状態になく林F'3は切るい。 最J:)闘のス

ギは約60:1:1::生で，木林分は約30年前，当時径級の大きかったスギ，ヒノキと大部分のアカマツ，

j広葉樹が伐採収穫された後，伐り撲された小箆級のスギ¥ヒノキと，新たに賀新した各;樹'fiiIが生

長した比較的若い天然生林である。本林分の成林過稿!と IRl様，強度の、なすぴ伐 1)、<i?行なうこ

とによってこのようなj見交筏樹林ぞ保続させることはできるが，本林分のスギはその更新状態か

らみて商い鮒!喰性告もっていると思われる。

本地域の線交設n雪!林は A。閥，ム閥の状態から判断して，いずれも地力の維持増進に役立って

いるようである。

はじめ lζ

j}~'I:'iI\や大阪の近郊には，それら都市への燃料供給のため，おくからアカマツ林や薪炭林の施議

を行なってきた林分が桟されているが，また人こに林化が進む中で;苦しく粗放に取扱われるとノキ

あるいはスギとアカマツ，民;葉樹の混交した接関林も広く存在し，小規模ながら林業技躍が続け

られている。現布近畿地方tr.i謀議的にみられるj見交複籾林は， ヒノキの人工林に部生した天然強

アカマツをj二木とした二段林もしくはヒノキ，アカマツとも天然斑新によって成林したれ伐林裂

の被!問中であるが， その梢組とか造成法のこ三の事例についてはすでに京大波現林報告伯母1九

55号・2)，57サ3) で論議した。

本課題の(1)報において述べたように，被閥林は単樹林lこ，また混交林は単純林に比較し儲こと保

あるいは{泉純休議会容の公続的機能がi渇く，また地力維持，生絞殺増大:等に対しでも有効適切な

施芸能法であるとしてこれらに関する研究報告・い却も多くなってきた。 さらに悶の施策として森林

按備のiヨ擦の一つに樹高，樹齢の見なる樹木により櫛jおされる説樹林の造成が腿京滋れるように

なったヘ しかし:援樹林特にスギとかとノキのこ:段林抱諜は，下水の主主i誌に対して光環境を適切

に保持させるために収穫伐採を劉撲に繰り返す必要があり，安藤氏10)の指摘のように単勝林施薬

よりかなり鍛約となる。したがって傍伐…斉林11協議でさえ不採算林分の増加している現夜，この

ような組閣林の造成は主として地利条件に滋まれ労働均等施識の自由度のi弱い;場合に可能な施諜

であって，これを轡趨化させることはむしろ難しいと考えられる。また説在ニ，三林業地におい

て実行されているスギまたはヒノキの被悶林施業も，そのほとんどは総徴的技舗にもとづくもの

で，林内更新技術は…応部立したものの，一般的な作議体系としてはまだ米完成の段階であると

いえよう 10)。

一方，前述のようなアカマツや広誕樹の路交したヒノキまたはスギ林は， もともと混交裂の複

閥林経営ぞ隠的とした技術体系によって造成されたものではなく，造林初期からの保育遅れにj母

国したものや，天熱症のスギやヒノキを勺主でオミn として残したものがlまとんどである。しかも

ζのような林分は焔議上あるいは生産性の問題から， 最近人工一斉林lこ改組合れる{回向にある 2)。

しかしやせ11.1の多い地域とか，単純一斉林によって地力減j誌を引き起こしやすいヒノキ 11-16)に対

する路交摺の複閥林施議は林地保全J:きわめて望ましい万法であるとj思われる。したがって最近

ょうやく持地域におけるとノキとアカマツとのj見交校関林{ζ関する研究が公けにされるようにな

ったい，17-30)が， {I(riたる作業法として体系付けるにはまだ'情報が不充分である。

本研究l之と述のようなスギまたはヒノキとアカマツ，広漉樹の溺3交どした複j鶴E爵馴j付1林本の構逃妥刻?
それぞ;れiれ1のE環若境lにζ]遡溜したj混見交複腔閥j林のj造鐙成技術iS?旨休系付けようとするものでJあら lり)， 今Iillの報告は

高槻市郊外権問地誌の民有林における‘一部スキ:‘制見交した特徴ある三つの林F訟の林分について調
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査，解析したものであるo いずれも、立て水冶による粗放な施梁が行なわれているので.今後の

綾j関林経営の…つのそデノレとなろう。

なお(1)報で述べたように，本研究の対象i*分はすべて単籾型の路交林や附額単純林型の複1[1林

とは異なる ζ とから?見交複腐林として取扱う ζ とにする。

本研究のうち地域内の111林経常の央態，林分翻主主lま1983年水利科学研究所の助力により，また

林分11，すのJ環境詩lu査や林分抵の解析は1985， '86年にかけ文~f\1按科学研究段(総合研究ム)の劫成

により行なわれた。また翻査の企画にあたっては京都大学農学部平111良一教授の助替と，現地調

資では様林組合j支出畑氏司氏の協力があった。本報告をとりまとめるにあたり上部関保各{立に感

謝の窓を設したい。

1. 調査地の自然的，社会的環境と森林の特徴

調査の対象とした駆的地区 (1日概叩村)は潟槻市の北方約16kmの位設にあるが，流域は三三つに

分かれ，調査林分の所夜ずるi札束諸n¥は淀川交流の芥川上流域，北間rt.iiはf;i;11潟市から保持lJllt乙流

下する年谷JII流域. rt~間部は茨木市から淀Jl I にそそぐ安威JlIの上流域となっている。いずれの流

域も京阪地区大都市閤に近く，水際ijlli議，国土保全上議嬰な位置はあり，また近い将来，森林lζ

対するレクリエーション機能の抑制iも高まる可能性がある。

主張"~~j は250'"'-500m. 続い傾斜のj!詰{知ζ儲んだ山容をもっおだやかな地形である。平均気識は14

OC前後，年間|岩手水;抵は1，600"'-'1，800棚程度である。地質は丹波地方を広く濯っている秩父古生閣

の間南部の一端となっている。謹岩は主として粘板完封，砂場，チャート. J連絡よりなっているが，

一部出版(ゆずりは)と昭ばれるような石灰岩のあらわれるところもある。

淵:ili:J也の土壌については後述するが，全域にわたりf:何度より尾根にかけては BA，Bs， Bo裂

の}括性純白森林ことが分布し，一般にA!i習がうずく多くは夫総生のヒノキやスギを路交したアカマ

ツ林かクヌギ，コナラ簿iの落2:お!ぷ諜樹林となっている。一方111脚部や谷筋イオ近には BD裂の褐色

森林ことが欝越的!ζ分布しているので，人工造林されたスギやヒノキの強:誌は比較的良舟である。

しかしこのような条件のところでも広葉樹の成立する林地では外にAJ爵の発i惑が認し短伐期

(ほ;ま 101引の耕炭林施設が繰り返おれた!;~~平が現われているようである。

;本j也|哀ではその様高からみて l毘磁滑に閣し，潜在f-~然櫛生はシキミーモミ ïlf:~~にあたると考え

られるが，地区内の干11削:の森等をi徐き諮っしく異なった樹生mとなっているo Jlill笈住民の能強にあ

る官‘の森林の設をアンケート淵査によって翻査した結果，少なくとも数十年前からすでにシイ，

カシミ容の前線広議樹はほとんどなく， ~託研の林相と問機，アカマツ山かナラ，クヌギ等の務諜樹

をとした雑木山であったようである。すなわちかなり古くから耕民生躍のための伐採が繰り返

された結果， クヌギーコナラ群集とコパノミツバツツジーアカマツ鮮擦のニつの現者戸線生になっ

たものと怒われる。

。オ〈士山|まの総面積は 1;768haで， 林野率は約90%に及ぶが， ζの中天然生のとノキとかスギの

混交した林分や合u'アカマツ林が約46%，!.五誕樹林が約22%であり，残りの18%がスギ人工林，

11%がヒノキ人工林その他で人工林取は(1)報の京北側iJl乙比較しあまり高くない。上部のアカマツ

林のl仏 ヒノキおよびスギとの路交林は，正躍な崩積は調査おれていないが，アンケ…ト調査の

結果から蛾定するとその約70%すなわちほほ500h品 lこ述するものと思われる。

このようなアカマツとヒノキもしくはスギの混交林には，後者の有企;儲，幼樹が成立したちまた

広誕樹を路交したりして溜々の階j関捕浩が認められる。その成立過艇には額々のタイプがあるが，

アンケート調査(約50林家)の結果，アカマツ林の中のとノキが天然生のものであるとの郎容は
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41例f:j'168%，強り 30%強は植栽したものであると替えている。またスギについては24{gtlFj~天然強

とするものが79%，植栽したとするものが219百であった。ヒノキ，スギのいずれも天然斑新によ

って成立したものが多いようである。

一万本地区では "'jLて木、による仕立て方が多く，現在も上記のような路交線閥林中に大経木;

が点窃しているのをよくみかける。スギについてのアンケート調査の純泉によると，天然性のス

ギについては22例i札前倒の伐ι探i待まだ小さかったので大事に践したとするものが36%，大きい

ものも後の楽しみにいくらか伐り残したが41%で，他は特別の間的はないと替えている。また轍

殺したスギの混交複j爵林については16例中，アカマツ林の*1乙欄栽したが生慢が遅いので伐り残

したとの替えが38%，もともとスギの造林地であったが，手入れ不思のためアカマツや雑木が入

ってきたので，それらと主主援の良いスギ?を伐採し他は残したが31%，後の楽しみに…努[iのスギを

演して伐採放関したが25%，その他という紡泉であった。このように自的や改扱い万は多少殺な

るが，路交;捜!関林の育て方に共通なのは一環の{保残木として~~1íを伐り戒す勺工て木、訟を行な

っている ζ とである。

しかしながらこのような脱交複腿林の今後の取扱いについてアンケート調査した走者梨， 40凶器:

付:145%はいずれ皆伐しヒノキぞ植殺しようと考えているようで， 、立て水冷によって現状のよう

な林分を線持しようとする答えは鑑か20%にすぎなかった。したがって本地i去においても京北町

の場合と問機，ヒノキあるいはスギとアカマツの路交複j関林は次第に少なくなっていく傾向にあ

ると思われる。

本報告では上述のような自然的，社会的環境をふまえ，まず、立て木、として戒したスギ人工

林iζ天然車新によって侵入したヒノキ，アカマツと広誕樹がともに生殺した林分(人工スギ・天

然強ヒノキ・アカマツ・広葉樹路交観j樹木…-StandI) ，つぎ lζ ヒノキ，アカマツおよび広~

樹とも天然東新して成林した林分(天撚生ヒノキ・アカマツ・広誕樹混交誼閥林一一必tand10 ， 

そして、立て木、として掛された天然症のスギlζ ヒノキ，アカマツ，広瀦樹が天然l乙兇新，協3ど

して成林した林分(突然主主スギ・とノキ・アカマツ・広葉樹混交竣繍林一一品tand]l[)の特徴の

ある代表的な 3つの混交接腐林をとりあげ解析径行なった。調査林分はすべて樫問地区中畑lζ滞

在し，古郊!貞雨民の所有林である。

2. 調査方法

お調査林分とも 10m帽のベルトトラセクト法によって会立木の成立位i夜と，掛;潟および胸高直

径((，認さ 2m以上)症を測定し平i語的，議礎的構造安解析した。また AoJ関とこと機関の協rr磁調査を

行なった。さらに調査ベルト内においてミノルタデジタル限度計 (T-1恕)を用いた 2分間の

磁分法による・林内限度を測定し，相対照!支を求めた。

3. 人工スギ・天然生ヒノキ・アカマツ・広葉樹

混交捜樹林 (Stand1 )の構造

1)林分の成立経過とSjZ商的， ~震直[的構造

本林分は平均傾斜300，南向の小高いi筒状の山!胞に事在し， 11窓闘の[邸宅11は約 3haである。そ

のほぼ中央村近の斜部において，水平方向に梱10m.斜商長23m(199ぱ)のベルトトランセク

トぞ設け翻斑ぞ行なった。衛ぢ 20cm以上の縦揺も含めた3!立本:の平商的位i霞および活躍的構造

(;模式国)は Fig.1のようであった。本閣から認められるように本林分はスギがアカマツやヒノ
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キの閉鎖林組上にまばらではあるが突出し十1，下j習を民議樹が占める階潤混交型の:複}欝林であ

る。

機関地区にはこのような相観を示す森林があちこちにみられるが，スギのほとんどは後述のよ

うに天然生のものである。しかし木林分のスギは人工造林されたもので，約80年生である。他の

ヒノキマアカマツ等はすべて天然更新によって成立したものである。

このように木林分はもともとスギの造林地であったが，所有者の結によるとあまり手入れぞさ

れないま h 約40J，1~前，生長の巡れたスギと天然出のヒノキぞ残し，他はアカマツ，広誕樹ともど

も伐探i民磁し， その後放慨おれたものであるようで， いわゆる、なすび伐り、もしくは、立て

木、による施諜といえよう。したがって成立本数の多いアカマツや広~f!;Jはランダムに分布して

いるが，スギやヒノキは悲しく捺中分布している。

2 )林分の諸経と平均髄

部資ベJレト内lこ成立する!l旬陶磁極 6cm以上の謝TIl!JJUの平均砥筏， 平均樹高および haあたりの
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Table 1 Composition of dominant trees (D > 6 cm) and light eondition in Stand 1 

Species l | J〈Z叫LIMe田 l|Num同 04iM5/2ha1)l|〈Aぱr/加te〕iblatm light ji he(iIgn ht tree l i inteI1sity 
i (no./11品) I (n:e/ha) I (nf!ha) (%) 

ConIfer 

Ohamaecyp品risobtusa 28.0 18.0 100 6.2 54.5 

Cryptomeria japo叫ica 51.5 25.0 100 20.9 206.5 

Pinus densiflora 26.0 16.3 600 33.3 234.5 1 2.2 

Deeiduous broad-lear trec 6.7 7.5 550 2.1 7.5 

Evergreen broad-leaf trec 7.0 8.2 1，600 9.7 41.5 

Total 2，950 I 72.2 I 544.5 

Table 2 Hcight distribution of each speeies in Sta詰d1 (number/199ni) 

Species 
Hcight class ('" m) 

，、~ 〆、d ，、， ~ ~ ，、~ p、M ，、耐， ，、~ ~ ，、， 戸、， 戸、， p、， ~ ~ ~ ~ ~ 
0.5 i 21 3 4 1 5 6 71 8 9 10 12 14 16 18120 22124 26 

Co担if母r

Chamaecyparis obtttsa i 2 
ヒノ キ

01'匂mmiF仰 品 ワw 

Pi叫叫sdensiflora 7 4 i 
アカマツ

Deciduous broa小leaftree 

Olethγ岳 barbiner申is l 2 2 
ワg ウブ

Lyonia elliptica 8 10 3 i 
ネジキ

Rhododendro叫

reticulatω耳 4 
コノTノミツノTツツジ

Others l 
他都

Evergrωn broad-leaf tree 

Ilex ped也no叫losa
ソヨコ事

1 2 7111 7 3 2 1 

Pieris japonica 31 11 8 10 5 2 
アセピ

EuryヒaサjapカOキnic晶 11 17 38 5 3 

Oleyeサraカjapキonic岳 6 7 12 2 

Others 4 2 6 
{也磁

立木木数， Jli旬商断耐酸合計，幹材較は Tabl巴 1 に訴したようであった。伐り残された造林水の

80$強のスギの直径はヒノキやアカマツのそれよりはるかに火きく，いわゆる大経木となってい

る。しかし広梁樹の平均誼認は落誕，常緑のいずれも 7αn以下で針諜樹に比較し議しく小さし、

隣rr函積合計は針誕樹では立木本数の多いアカマツが，広葉樹では常緑樹が多いが，全立:;;j去の合

計では約72rrl/haにもなり， 地の地域の繭査地における40'惨殺以上のすまl1似の混交接!制球の髄2，3.
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5，6，21)と比較し勃:しく多いといえよう。

一方林分材記iはスギドのみで 200rrI/haを鵡え，会立木の合計で、は約540rrI/加に迷している。林

分の成31:過艇や構造が典なるので{白地域のj見交接j爵林との首謀の比較は間閣であるが，この林分

材るを:散は断指T~合計閥J長きわだって大きいようである。

3 )林内の光環境

調ベルト内の地床上1.3m!ζおける 6月下部の平均相対照度(林外照j史的， 0001ux) は Table

1のようであった。前述のように断面積合計が70rri/haを超え， ほほ閉鎖状態にあると思われる

のに，閉鎖状態のスギ， ヒノキの…斉林31-34)より明るい。これはとノキlζアカマツの鵠交した他

地域の調査例2，30，35}と同様，陽性のアカマツが締役するためである。 したがって後述のように中，

下痛に広葉樹はよく繁茂するが，常緑広~樹が特に多いのでヒノキ椴樹は比較的少ない。

4 )樹fill加の樹高分布

綿主主ベルト， 199 rri内における裂な樹額の高さ別の本数分布は Table2のようであった。畿

および Fig.1からもうかがわれるように， haあたり 600本穂皮のアカマツと務干のヒノキが 15

"'-'20m樹高隣~占めて一応閉鎖林協ぞ形成し，その林冠腐の数m上lζスギが単木状lζ提出する一

方，ほほ13m以下の中，下関には種々の}ぷ擦樹が成立している。したがってスギを高木，アカマ

ツ， ヒノキを加i潟水，広務樹委I=j:t，下関木とする比較的|終籾構造の明らかな三三段林君還を示してい

るといえよう。

さらに広誕樹の1'[:]，務部広葉樹は表F[:jの樹騒のほかヤマウルシ，タカノツメを含むが，いずれ

も3........C)mの樹高階にのみ成立する。これに皮し地部としてシャシャンポ，アオキ，シキミを含

む常緑広瀦麓JIま， 13rη以下のすべての樹高階を占めている。そして特に 1........2mの階閣にヒサカ

キ，サカキが多く，ソヨコーは中籾階の{遊出額となっている。このように常緑広諜樹の本数が多く，

iた Table11ζ示したようにその現帯数も少なくないが， シイ，カシ等i商木になる J樹額がほとん

どみられはい ζ とから，森林選移からみると初期段階の状態といえよう。

一方，前述のように林床の平均相対限度は 2%をi悶えているが，常緑広誠艇の多い林分橋治で

あるので，他地域の翻資例2，35)と問機， .~尉!議性の i潟いとノキ有fl樹も僅かしか更新していない。

したがってピノキの椴樹を林内に天然更新させようとするなら，中，下閣の広漉樹特に常総思議

樹の除去が必盟でぬる。

4. 天然生ヒノキ・アカマツ・広葉樹混交接j欝林(Stand五〉の構造

1)林分の成立経過とSf1.rm的， A礎的構造

本林分は111脚部のスギ，ヒノキ造林地lζ接続し，平均額斜370，方償問南閣の斜面中腹に帯主Eし，

林分郁容iはほぼ 2hl1である。 調査ベルトはそのほほ中央付・近lζ設けたが，網10m，斜面・議24m

内におけるi潟さ20cm以上の会立木の平面的舵liiおよび露関的構造は Fig.2のようであった。本林

分は溜認すると一見アカマツ林のようにみえるが， Fig.2から明らかなように，アカマツをJ二腐

木とし， ヒノキがj二，*煩から下j欝まで述統し， 1'1:1，下踏lζ成葉樹のl狩月号!Ji路交する複樹林で，近
畿地方にもっとも時j極的にみられる林製1，2)である。

本林分は今からほぼ551:1主的，現状のような林分が皆伐おれた後，林内lこ成立していたとノキ職

樹と，伐探議後新しく天然斑新したアカマツおよび広葉樹が溜交して住長したものとj忍われるが，

30布製以前まで薪住践のため広誕樹が多少伐採されていたようである。なお上関木のアカマツ，

ヒノキは関から認められるように，ほほランダムに分布している。
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Fig. 2 Stratification of stand and distrib百tionalstrueture of eaeh tree by bel t trans在ct
method in Stand II (inclination 370， direetion W 200 S) 

2 )林分の溜塗と平均f政
調査ベJレ卜内の}]I旬i潟砥筏 6cm以上のSjZ均錨および林分の諮;鼓は Table3のようであった。 アカ

マツの平均醍径，平均樹高は StandIと設がないが，断崩積合計および林分将積は蒋しく多く，

同様のアカマツ単純林と比較36)しでも地位取程度の欝積殺であった。

一方ビノキについては平均斑筏や平均樹;印式 StandIより半年しく小さいが， :iI:水木数の多い

ζ とから断簡積合計，林分材態iは多く，傾斜地に人工J造林された}tt:!tll!Jの70年生のヒノキとアカ

マツとの混交林の値2) とほぼ類似している。しかし本林分と同様の経過で成立した京北11汀の天然

生ヒノキ，アカマツ，広誕樹j見交複j爵林に比較し，木林分の林分況はヒノキ，アカマツとも切ら

かに大きく，木地域周辺における天然生の溜交:陵鰐林としては比較的成熟した林分であるといえ

よう。

3)林内の光環境

鵡主主ベルト内における地床上 1.3m高の平均相対限度(林外限度80，0001ux) はTable3に示
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'r乱bl邑 3 Composition of dominant tr邑es(D> 6 cm) and Iight eondition in Stand n 

-ll l dMia(em四aen) t-e r li jmhfeetma nh〕t 加l(un凶仕obeA館ea 。4il B蹴al
Stem I Relative Ii宮ht

Species 
)(11afr/eha a) 

volume I intensity 
(trl/ha) I (%) 

Conifer 

ChιmaecypU1・isobt叫sa 15.1 10.2 1，094 19.9 132.9 

Pi珂>，USde叫siflora 25.8 16.2 834 45.9 333.4 3.4 

Deeiduous br・oad-leaftree 8.9 6.9 729 3.3 10.9 

Evergl'een broad-leaf tl'ee 8.9 5.7 469 1 2.5 

'!'otal 3，126 I 71.6 

Table 4 Height distributi叩 ofeaeh speeies in Stand II (numbω/192trl) 

Speeies ~ ~ ~ ~ ~ 
Height elass (，，-m) 

~ ~ ~ p、- ~ ，、- ~ p、-~ ~ ~ ~ 
10.511121314 5 I 6 7 8 9 10 I 12 14 16 18 20122 

Conifel' 

Chamaecyparis obtusa 7 I 1 i 1 I I 1 3 I 3 5 4 I 2 4 2 i 
ヒ ノ キ

Pimu densiflora 1 41 4 4 2 i 
アカマツ

Deciduo耳目 broad制 leaftree 

ClethU1' barbi咋e?'vis 2 
リぉウブ

Lyネoniaジell勿キtic畠 2 2 8 8 i 

Quel'c叫ssermta i 
コ ナ ラ

Others l 
{出額

ぉvcrgree山砕い

Ilex pedunculosa 
ソヨゴ

i l 

Pieris japo世ica i 6 7 5 5 
アセ ど

E'包ryajι:po世ica 110 12 13 5 l 
ヒサカキ

Cleyel'品 jap4o1nica 1 1 3 9 3 
サカ

Others 8 
イむ級

じたよ・うに 3.4%で， Stand Iの林内よりいくらか明るかった。 ζれは会党木の断関税合計卜では

まないもののアカマツの混交感が断部斡合計で・64.1%，材積で68.8%と2/3を越える皮商，常

総i広葉樹が著しく少ない ζ とによるものであろう。 ζのため後述のよう l乙ヒノキの稚樹がかなり

多く成立していた。

4 )樹事II別の1寄せ両分布

調蕊ベルト 192trl内に成立する主な樹額の樹高分布は Table4 Iζ示したようで， アカマツは12

mから 20mの上J~ß皆を占めるに逃ぎないが， ヒノキは上j欝搬の中程16mj渇以下から昨"下j欝にわ

たって全階胞に成立し， 1霊i質的構造からみるといわゆるれ岱林裂になっている。ヒノキの年約構
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成は明らかでないが， r:!:JA費以上のものはほとんど60年設以上と思われる。また樹高12m以上のと

ノキはほとんど胸高磁掻20cm前後の大きさで，締校は多いが曲がりが少なく現高であり柱材とし

て磁れているものが多い。

広務樹はすべて中開以下lζ成立し，その中，務部広梨樹は Stand1と大きさおよび成京本数に

ほとんど違いがないが，常緑広誕樹は遊中の樹磁のほかにシキミ，ヒイラギ，ヤブツバキ，ヤブ

コウジIJ:>出生するものの Stand1より樹高は低く本数も少なし、。また木部が少ないことから本

林分は人為の加わった繰林遵移の初期l投機の立さと考えられる。

一方，ヒノキの椛樹 (20'"'-'50cmj却は広鍛樹の少ないアカマツの1ずに集中分布的に成立するが，

前述のようにネ均相対照度が 3.4%あるので，これらの税樹は控裁は巡いものの後継樹として育

つ可能性がある。しかし成立本数は haあたり 400本足らずであるので，次代lこヒノキの斑新を

期待するなら今の中にいくらか広禁樹を除伐強理ずる必袈があろう。

5. 天然生スギ・ヒノキ・アカマツ・ r1;葉樹路交被!関林(Stand斑〉の構造

1 )林分の成立経過と31正面的， 11訂正[的構造

本林分はなだらかな起伏の鼠根から斜面中腹にかけて帯夜し，林分のl日積は 4ha ほどである。

調査ベJレトは傾斜240，万{立問北西の斜面に設けた。麟10m，斜距離16mのベルト内に成立する

さ20cm以上の全力:木の平I在i的技館，議躍的構造は Fig.3I乙治したようであった。木林分は図か

ら;認められるように，天然住のスギが最上!関lζ拠出し，上j関下部lζアカマツが，ペ"下j閣にヒノ

キや広策樹が， dらにスギの荷:樹，幼樹が下関に多数ift¥設する;院関林で，天然のスギとヒノキ

の階j滋混交するこのような林裂は，金額的にみて極めてめずらしいタイプの森林であろう。しか

し縄問地院付近には比較的多くみられる。

i
l
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'['able 5 Oomposition of dominan七trees(D> 6 cm)乱nd1ight cOlldition ill St乱nd1II 

Relativ邑 light
Species 

Oonifer・

Chamaecypal'is Obt1.Sι 

Cl'yptomeri品 japonic思

Pim.s densi flO1'品

Deeid別 荘sbroad命 leaftl'ee 

Total 

8.5 137 

11.1 548 

1，096 
137 

1，918 i 

intensity 
(%) 

2.0 11.0 

16.2 111.0 4.0 

17.0 93.2 

0.4 1.4 

35.6 216.6 

最上関のスギは稚樹時代の箆新j羽i>f徐くと， 60主~!=t前後である。木林分は約30'午前!こ，当時保

級の比較的大きかった天然強のスギやヒノキと，大部分のアカマツおよび広葉樹が伐採l院離され

た後，扱きれた小箆般のスギ， ピノキと新たに天然更新したアカマツ等が生長し成林した比較的

諮い綿交按樹林といえる。

:tI立地阪に努おする混交複閥林中のスギlま 1禁罪で述べたようにアンケート調査の結果80%近く

が天然伎で， Stand 1 のように人工造林されたものはなしろ少ないが，天熱~のスギの伐り践し

方lζeついては， mJ拐の伐探時小さいものを殺したとの答えと，後の楽しみに大きいものを漉した

とするものがそれぞれ40%HiJ後であっ7ら したがって木林分は前者にあたるが，後者のような

、立て木、によるスギ， ヒノキ，アカマツのj見交複関林もかなり帯和するものと!品われる。

本林分のJ二j関l狩を形成する木数の多いスギやアカマツおよび下関!と成立するスギやヒノキはほ

ぼランダムに分布している O

2)林分の持議とsfl.均航

'r、able5 !こ示したように， 11旬I肖蹴f茶話 cm初、との調主主ベJvI、内における平均筏，平均樹高は各

樹閣とも St乱nd1， I( .J:り鴇しく小さし、。また断四割合計，林分材積も Stand1 ，]lの半分以下で

ある。また他地域の税交按!関林の林分数2，3，5，6124) と比il読しでも将しく少なく，発述途中の**分と

いえよう。しかしスギの林分材担は 100n1!ha i>組え，上j問木の大部分はJl旬潟斑諮問cm前後l乙述

しているので，近い将来、なすび伐り、埼;の勉議は可能である。

本林分における広誕樹の成虫抵は著しく少なく，特に)]句i内úïJ~I径 6 cm!こ迷したJ沼総i広縦揺は全く

みられなかった。

3 )林内の光環境

上述のように本林分のlffri目指合計は，約36m/haでまだ閉鎖状強になく， Table 5 !ζ示したよ

うに平均相対照度(林外限度 85，0001ux) は4.0%で， 林iせは Stal1dI，]lより切るかった。そ

のため後述のよう lζ ヒノキは勿論スギのfifl樹も殺しく多く天然史新している。しかしl附設のアカ

マツの後継;樹は全くみられない。

4)樹翻別の樹高分布

ヌド林分の市'Id究ベルト 146r対内に成立するな樹1涯の樹高分布は仇tble6のようであった。裁お

よび Fig\3 から認められるように，本林分は樹高12'"'-'18m の J誌上Jï~H殺にスギが閉鎖することなく

点々と成立し， J二閥階の1=1=1聞から下部 8"-14mの樹高捕にアカマツが儲かのヒノキとともに成立

する一方，主として 5 m以下の下関lζスギ， ヒノキが成立する I~引きj掛逃すが，事1"撚樹特lζ ス

ギ， ヒノキについてみると，二二段林殺の複関林に類似、している。

!ぷ漉樹は樹高 8 m以下のi札下関i終を占めるが，常総!ぶ旋樹は談J下iの樹紐のほかイヌツゲ.サ
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Table 6 Height distribution of each specIes in Stand m (number/146rrl) 

Heigh t elass ('" m) 
Species 

'"'"' I '"  
~ I -.， ! .......... ~ 6 ヲ 1~1~lw

"-' ， "-' ~ ~ 
10.51 1 2 I 3 i 4 5 12 I 14 16 18 

Conifer 

Ohamaecyparis obt叫sa 9 4 4 2 2 i i 
ヒノ キ

Orスyptomeriaギjaponica 64 15 7 2 l 4 2 i 

Pinus densiflom 1 I 3 2 7 3 
アカマツ

Deciduous broad-leaf tree 

E世タodカiopノalツlaメx i官官O世ans 5 3 8 2 

slaホglωオu，品 oboωta i 1 
ノや

slaタg骨ou，晶 salicifoli畠 3 i 
ムシパ

RJw，s trichocarpa 2 3 l i 
ヤマウJレシ

Rhododendro叫 reUculatum 9 77 69 28 2 
コノfノミツノてツツジ

Others i 1 i 11 3 
{!IJ， 瀦

Evergreen broad-leaf tr告B

Ilex pedunculosa i 4 4 5 3 2 l 
ソ ヨ コ。

Piel'is j品:ponic晶 5 1 
アセ ど併

Euヒryaサjaカ:poキnica 5 16 17 2 3 

Others 6 6 6 i 
他都

カキ， ヒイラギ，ネズミサシを含むものの本数は少なくまた火きさも小さい。したがって Stand

I，llより人為が加えられてからの年月が短い林分であるといえる。

-7.J/f三林分に関し特欝すべき ζ とは， Table 6 I乙訴したように， 20........50仰のスギ檎樹が haあ

たりにして約 4，400本.さ 2m以下では 6，000本近くも吏新していることである。これは前述

のように閉鎖状態になく林内がかなり明るいことも裂i閣の…一つであると考えられるが，成立本数

がヒノキよりも鴇しく多い ζ とから，本林分の天然性スギはかなり樹位性の大きい系統のもので

はないかと思われる。もしそうでdうればスギの複j閤林施諜のための系統弘臨として検討する価

値があろう。

6. 単木の形状 (D-託関係〉

樹幹の過酸性等単木の形質は樹体各部分相2王の相対的な大きさ~翻べることによってある程度

認識できるが，こ乙では胸i潟I註筏(D)と樹高(H)の相対住長関係を樹部加に検討してみる。 Fig.4

は胸府首筏 6cm以上のとノキとスギの D-H関係を各調設林分加に恭したものである。成立本数

の少ない調査林分があるので，林分!?日の3授は明らかで、ないが，スギ， ヒノキとも D-H関係に大

きな迷いはないようである。ヒノキについてはその日ID(形状地)は他地域のヒノキ一斉単純林
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の場合6，31)よりいくらか小怠いが，(1)報のj見交複勝林の催2) とほぼ近似し，過程性は比!般的高い

といえよう。

各翻疎林分における11句;奇麗筏 6cm以上のアカマツのDー狂関係は Fig.5のようであった。閣か

ら認められるように，多少のばらつきはあるが，各林分間の諜はほとんどないようである。また

上j関階にあるアカマツの日jDはほぼ60"'-'80で， ヒノキやスギの憶とあまり違いがない。しかし

肥沃な土壌に成背する京北関‘のヒノキ人工林に腿3どしたアカマツ2)Iζ比較し，HjDは多少小さく

また曲がりも多いようであった。

Fig.6はj淘i南限筏4cm以上の務漉，常織広誕樹の D-H関係をしたものである。ぱらつきが

大きく切らかな傾向は見出せないが， Stal1d 1 の中関階lζ成立する常緑広粥樹iとは HjD100 Ij;> 

粗えるものが多いようでおる。

いずれにしてもこのような路交被紺林における幹の通商性， 1111 がり j支ぬるいは校節率など形~!

lζ関する調査，解析はill裂な課題であろう。

7. ニヒ縦断面の諮性質

ことi裳断[訂によって部l資した各誠変林分の土;壊胞の深さ別の組成， 構造， 践筏j支等の諮問:質は

Table 7のようであった。 それぞれ林分別に土壊の特性を検討してみよう。
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Table 7 Discription 0.1' soil profile in官achstand 

8tand I IIorizon D(e側pt)h j ; Texture 8tru母ture Mardness l Def山
boundary 

Ao 11 

ム 0-6 Loam Crumb Very 80ft 
DistiUst 

I Bl 6-22 Loam Granular 80ft 
Indistinct 

B2 22-40 Clay Loam Granular 80ft 
Indistin邑t

C 40-60 Clay Loam Clod Hard 

Ao 8 

A 。"'-'10 Loam Granular Very 80ft 
Distinct 

立 Bl 10-30 Loam 80ft 
Indistinct 

Clay Loam 80ft 
Indistinct 

Loam 80fも

Loam Gra罰百lal'・ 80ft 
Distinct 

班 Bl 4-35 Clay Loam Gra召ular 80ft 
Indistillct 

cl乱yLoam Nutty 80ft 
Illdistinet 

Clay Loam Clod 8lightly Hard 

1) St乱nd1 

本林分の土壌は Be~裂であり，ゴ二;感服 (A ， B服)は設にホしたように 40cm;ffil皮で肥沃な土壌

ではないが， 10"'-'12年間隙で耕あるいはシイタヶ様子ド:を生醸している付近の広縦揺林に比較し，

Ao勝やA閣はやや浮く林地位践力は増進しつ Lあるようにj品われる。

2) Stand IT 

土壌は Bolli[，土壌!爵は約45cDlで Stand1の林分とほぼ同様であるが， Ao fJ~I~:t F'. HJ爵の分

イじゃi趨糸網j関が認、められ， ~らにA閥も 10CDl前後あり本地域のアカマツの成育すること;臨としては

かなり肥沃になりつ hあるように思われる。したがって本林分の施業は表土の流亡も少なく，林

地保全上有効な方法℃あるといえよう。

3) Stand III 

本林分の土躍は Bo製，ゴ二機関は45cm前後で StandI ，JIとほとんど違いはない。しかしAJ閣は

浅く AoJ閣も少ないので， 地力は前の 2林分よりいくらか劣っているようであお。これは強度に

行なわれた伐採後の経過年数が娘い ζ とも組閣していると思われるが， 、立て木、あるいは、な

すぴ伐り u 等の方訟で槌交複樹林を維持すれば， Stand I，IT の傾向からみて林地生躍力はIfi)復

するであろう。

8. 昆交被騎林の造成法

水報告・の調査対象とした樫問地i主には 1裁に記述したよう lじ 、立て木、あるいは、なすび

伐り、等の方法で伐り残したスギやヒノキが生長し，アカマツやjよ梨樹と階閥混交した援問林が

多く子学在するが，いずれも j見交林，被j爵林経営を闘機に総たる施業技術もしくは作議体系によっ

て造成されたものではない。すなわち今臨解析ぞ行なった StandI はスギ造林地の手入れ不足

に組閣して成立した路交林を，立て木を残してなすび伐りにした後放i設した林分， Stand IT， ]![ 

は天熱主主のヒノキあるいはスギの小桂木を伐り獄して放践した林分であり，いずれも著しく瓶投
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な取扱い方で成林したj見交複閥林である。

樫間:Ull1まにはこのほか造林方法では皆伐i自におけるヒノキの人工造林，アカマツ林内へのスギ

またはヒノキの;鴎下樹栽等から出発した混交複j制球，伐採法では大接木か小箆木か‘立て木、と

しての伐り残し方，あるいは伐採強度の遭いによって成林した極々のタイプの森林があるようで

ある。

一方， {臨地域の綿張倒にはヒノキ，カラマツの人工法林地に授入したアカマツとの路交複j関林

5，6，17，19-27，36)が多く，すべて天然更新によって成林した路交接関林の事例jは概めて少ない1-3，29)

特に:;$:地域にみられるような、立て木、によるj路交線樹林の施業例の報告はほとんどみあたらな

い。 ζれらの森林はいずれも手入れ不足あるいは粗放林諜として今までほとんどかえりられなか

ったためであろう。

しかし本報告の各所で論じたように，環境保全，地方維持あるいは林分主主藤盤の増大等，現今

の社会的要舗に替えるための新たな薬事林浩成法として，樫田地区周辺に現在する穏々の路交観j関

林は賞設な教材である。そしてあらゆる角度から ζれらの森林の解析を行ない，抵迷する説今の

日本林2誌に般たる地位を与・えるための一つの税林作業法として，低コストの混交線j関林造成の技

術体系を確立おせるJ必要があろう。本報告では現在まだ充分の情報イをもっていないが，今回調査

した 8つの林挫を主体lζ，それぞれに木地域に最も好ましいと思われる作業法の概略を提示して

おく。

1)人工スギ・天然強ヒノキ・アカマツi見交組閣林

Stand 1の林分はすでに記鴻したように，開i騒の長い、なすぴ伐り、にあたるもので、あるが，

現状のような林分構造が維持されるi限り、立て木、として践すスギがなしまたその後継樹も全

く成立していない。したがって本林製によって保締結営しようとするなら，伐採収穫後再びスギ

の楠林から始めなければならない。すなわち(1)報2)で論じた人工ヒノキ，天然強アカマツ混交援

腐林の遊成法とほぼ問様， アカマツやヒノキの母:樹創設状 (hailうたり数本から十数本)か林分

の周辺 (50"-'60m以内)に残して皆伐し，簡単な地ごしらえを行なってスギ、を疎檎もしくは普溜

植殺する。下刈りはできるだけ少なく雑に行ない，相前後して天然更新するアカマツやヒノキは

刈り払わずに残し，成林するにしたがってアカマツは断稲積合計・で20'"'-'30%を践し，イ患は広漉描

ともどもできるだけ除伐する。

ζのようにして成林した林分はアカマツをよ勝木とした人工スギと天然組ヒノキとの路交複j簡

林になるであろうが， ζれが伐;自に迷したi時， Stand 1の成法;経過で結べたように，スギとかヒ

ノキの小桂木を、立て木、として伐り殺し放i罰すれば現布のような林担になろう。しかしこの方

法は線路林E裂が造林Il寺中断することになり，特に継続したスギの、立て木、による織業が姻雛で

ある。それ故混交複J~林によってスギ安保続践しようとするなら後述の 3) の方法lζ準じた方

がよかろう。

また現怒のスギ人工一斉林を、なすび伐札、し， 、;立て水n を潰しながら類似の複閥林に誘導

する方法もあろう。

2)天然生ヒノキ・アカマツ路交?主回林

(1)報2) で取扱った京北111]'の類似の混交抜樹林と rf:引退，一般には伐j部に迷した StandJ1のよう

な林分から施諜を始めることになる。まず、:;1:で木、としてのとノキと，アカマツのほ・樹を点状

か林分の周辺(約50m以内)に残して上!国木会伐採収機する。 i司i憾にrf:1ffi?1の!五議樹や形践の惑い

ヒノキはできるだけ除伐し，シイタケ原子{くに過した広JlPl樹は収穫の対象とする。また下関のヒノ

キ権樹が10，000本/ha以上成立すれば本数捜誼iする…方，アカマツが天然資新するまで，相対

照度50%程度以上.の明るさを維持するよう特に常緑広3:史観の下刈り除去ぞ行なう。51!新したアカ
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マツが生後して生産-の主目的であるとノネと統合するようになれば，アカマツが20"-'30%~翠皮に

なるよう本数綿躍する。保育問伐は坐線開棋にしたがって行なえばよいが，大経のヒノキの一般

用材(並材)を生産自i僚にする場合，主義約な保育管]竣は必裂でない。

本法はi鑓性樹騒のアカマツは開:樹(競伐)法によって，国11創設の大きいヒノキは…部傘伐法に

よって斑新おせようとするもので，天然更新作業訟としてはこれらの複合法といえよう。したが

って StandIIのような天然主主ヒノキ・アカマツ酪交被服林からヒノキ単純被摺林へ誘噂するに

は，アカマツを皆伐するとともに上樹木のヒノキの伐採率引品くし，傘伐(p!rr伐)作議による天

然更新7，31，32，35)I乙舷換すればよい。またヒノキの人工林から本林製へ誘導する場合は，周辺iζア

カマツの母樹さえ事在すれば，強度の、なすぴ伐り、を繰り返すことによって類似の路交複j間林

を造成できょう。なお将来有用広議~t{fjの生践をも日棋にするなら，中， 1マ閣に成立する有用広~

樹IJ?:遊資伐り残すことによって， ヒノキ・アカマツ・広~i間混交複j関林に仕立てることは容易で

あろう

3)天然生スギ・ピノキ・アカマツj路交被服林

擦問地陸互には StalldIII のような構造のほか多様な林分措法l~旨もった林分が混彩するようであ

るので，本林型の造成をi沼j-・的 lζ体系付ける ζ とは隠襲fÉであるが，本林~を維持させるための謀

本は，スギ， ヒノキおよびアカマツのすべてを天然吏新ぢせることである。そのためには吏新に

溜するような林床の光条件になるよう施諜を行なう必擦がある。ここでは Stand]I[をそデルに

有効な一つの浩成法ぞ考えてみよう。

まずよ腐のスギ， アカマツが利用筏級に述したら (Stand][は10"'-'20年後となろう)それぞ

れ一部、立て木、金残して伐課収穫し，何時に中，下胞の形質不良木や広誕樹はできるだけ除fえ

する。伐採認後の林球の明るおば30"'-'50%の相対関j交がスギ，アカマツの吏新のための鼠安であ

るので，残?字立木の断i留競合計は10"'-'201u/haとなろう。

@鰯伴は生後状態により52.なるが，大接木令、立て木、とした場合20.-....30年，小桂木を伐り残

した場合30"'-'50年程度とはろう。生館関擦が大径材の場合一期見送ることもあろう。その間更新

と生長を{臨港させるため除IIWl伐等の保育を行なってもよいが，できるだけ粗放に取扱うことをE支
出とする。樹紐Cとの本数比取は特に定める必裂はないが，アカマツはスギ，ヒノキの天然5!!新

ぞ保すための協力者として少なくとも 20"'-'aO%~出立:'n51r.ì.路交させる必裂がある。スギ， ヒノキの

伐期齢は地位や~i&泊棋によって異なるが，有fl:臨時代IJ? I徐くと 60"-"90年組j立が一般的であろう。

このような混交被服林は Stand1のような林分からも誘導することができる可能性があるが，

St叩 d][の林分捕造の解析でも述べたように，本地域のスギは相対照度 4%税j立の明るさで天然

資新し，かなりi闘陰性が高いようであるので，他地域のスギで上述のような施3益法により天然強

スギ・ヒノキ・アカマツ混交複閥林ぞ造成することは闘難であるかも911れない。これら斑新に関

する樹趨の特性については今後の研兜にまたなければならないが，スギの天然更新のi羽離な林分

については林内樹殺を組み入れて路交複閥林抱芸能を行なうこともできょう。

おわりに

以上，機関地区に現仔ずる(P:!-jぷ部交裂の複j樹木のうち，代表的な汚つの林君主の林分構造とその

造成法を論じたが，まだその他のタイプの混交被j悶林も裕在するようであるので，今後も J艇次翻

資を継続したいと考えている。しかし ζれらの林分もアンケート調査によると次第にスギ、あるい

はヒノキの一斉林に変えられていく傾向がうかがえる。路交複関林は伐諜，集材閣に多少集約な

作業が必認であり，また目的樹磁の…般的収穫設が少ない埼;の|潟閣はあろうが，林分佐藤議は本
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文中で論議したように必ずしも低いとは限らず， i. t，こ脊林コストの安さ.粗放の施業法からみて

現今の厳しい隈l践的な段取市場の中でこそ1おりJl.つ一つの経常法と考えられる。女j論i林地保全等

には擁めて有効，適切な施2誌である。

しかし今回提示した路交複j関林の造成法はこ-の木間について論じたのみで，主主藤J防の特

性とか，地利条件の控にもとづく経営上の収支あるいは有利性噂の解析はほとんど行なわれてい

ない。今後はこのような多方簡の情報も集め，また各種の林分解析告通じ，それぞれの地域環境

に避した路交複樹林を造成するための作業体系を確立したいと考えている。
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Resume 

There are various ll1ulti-sto1'ied stands in which ll1ixed the dissill1ilar species of Hinoki 

COlwmaecyparis obt制 ι)with Sugi COryptomeria japonic品)， Ak乱matsu(Pinusdensiflora)or bl'oad 

leaved trees乱tKasida l'egion located in tb邑 north君1'npa1't of 'I、akatsukiCity. 1n a sel'ies of 

studies l'elated to multi-stol'ied mixtul'e forests， the growing structure or three eharaeteristic 
forests(Stand 1， II， III) in th芭sestands was analyzed， and the silvicultul'al systell1 of the 

storied ll1ixture forest was discussed herein. 

Stand I(1¥1ultiサ torieclstand ll1ixed artificial Sugi with natural Hinoki， Akall1atsu and 
broad leavecl trecs): This stancl is the ll1ulti-storied rorest of stratified mixtur・etype with 

Sugi planted abo註t80 years ago jut out above a closcd crown of natural Hinold and Akamatsu 

occupying the upper st1'atum and b1'oad leaved tr記号scomposing ll1iddle 01' lower stratmn 

(Fig.l， Table 2). The existing stell1 volume of the l'esearch stand is about 540rri!ha乱ndthe 

basal area about 72m'/ha respectively. The relative light intensity on ground vegitation 

indicates low value such as 2% (Table 1). Therefore， there are few established conifer seεdlings. 
Its邑emsthat the stand is a secondal'y forest which had grown in the l11ixed state of r邑seト

ved artificial Sug‘i with Akall1atsu and broad leaved trees naturally regenerated arter intense 

cutting of the trees except fOI・thesmall Sugi and natural Hinoki in ill-tended a1'tificial Sugi 

stand about 40 years ago. This ll1anagement is known as “Ta tegi" (reserved tree) method in 
Kinld district. 'I'hererore， 011 th邑 silvi巴ulturalsystem or this multi-stori日dll1ixture Iorest， 
it. is basic to have thil1 planted Sugi and to praetice extensive tending and yield system. 

Stand II (1¥1 ulti-storied stand of l11ixed natural Hinoki， Akamatsu and broad leaved trees): 
This stal1d is fOI・l11eda stratification of selεction systell1 type with Hinoki constitutil1g the 

whole strat日m，Akamatsu occupying the upper stratul11 and broad leaved tl'ees eOll1posing the 

l11iddle 01' lower stratum (Fig.2， Table 4). Similar multiωstor・ieds tands are n u政lerousin the 

Kinki district. The stell1 volume or conifer is about 470nUha and the basel 乱l'ea about 

66 n1jha(Table 3). Also thc stalld density is high. However， the mixture rate of Akamatsu 
is rel11arkably 
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indicates a high value and Hinoki seedlings ar・ellumerously regenerated thel'e. 

It is presumed that this stand is a naturall'egell号ratedfOl'est which had grown in the mixed 

state of Hinoki seedlings already established in the formel' stand with .Akam乱tsuand bl'oad 

leaved tr芭esnaturally regene1'ated aftel' clear cutting about 55 years ago. The1'efol'e， it is 

possible to cmltivate similar multi-storied mixtu1'e fOl'est by th芭 extellsive silvicultul'al 

system as established in the pl'ocess of Stand II. 

Stalld III (M ulti-stol'Ied stand of mixed llatural Sugi， Hill0ki， .Ak乱matsu and bl'むad

leaved tl'ees): This stand is formed by乱characteristicmulti-storied fOl'est with llatU1'al Sugi 

(about 60-year-old) projeetillg above the uppe1' stratum with Hill0ki and .Akamatsu occupied at 

upper stratum， with broad leaved t1'ees composing the middl母01'lower str乱tumalld ill additioll 

seedlings 01' young trecs of Sugi and Hinoki established at lower layer. Especially， stand fOl'm 

(stratification of c1'own)of Sugi al1d Hil10ki looks like a two-stOl'匂dfor邑st(Fig.3，Table 6). The 
existing st記mvolume乱ndbasal area is rema1'kably smalle1' thal1 Stalld 1 01' II. '1'h邑1'efo1'e，
the crOWl1 del1sity is very low，乱ndthe re1ative light il1t邑nsityon groulld vegitation 

indica総shigh value such as 4% (T的1e5). 

It seems that the stal1d is a yOUl1g seeolldal'y forest which had growll il1 the mixed state of 

1'ese1'ved tl'ees of Sugi and Hill0ki with .Akamatsu alld broad leaved tr・eesllew1y 1'egellel'ated 

aftel' illtellse felling of the 1arge幽sizedSug‘i and Hill0ki 01' other tree species about 30 y邑a1's

ago. Therefore， it is possible to contilluously cultivate乱 similarm ulti四 storiedmixtul'・8

forest by th母 int芭nseselection cu tting system乱sestablished in七hepl'ocess of Stand III. 

However， it is presumed that the l1atu1'al Sugi g1'owil1g il1 this stand have high toleral1ce. 

Judging f1'om the accumu1ated state of .Ao laye1' al1d .A layer(Table 7)， it is unde1'stood 

that the multi聞は01'匂dmixtu1'e fo1'ests in this dist1'ict a1'e effective fo1' p1'eservatiol1 of soil 

p1'oductivi ty. 




